
 

  

令和６年度 学校評価報告書（実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

(３月 11 日実施) 

総合評価(４月１日実施) 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①生徒の進路希望
や社会に繋がる幅
広い履修機会を提
供するとともに、
主体的に学ぶ高い
意識の定着と問題
解決能力の向上の
ため、特色ある学
校づくりを推進す
る。 
②課題解決に向け
た探究学習の充実
を図り、生徒の思
考力、判断力、表
現力を育む。 

①ＩＣＴを利活
用した授業を展
開することで、
生徒の主体的に
学ぶ意識と問題
解決能力高め
る。 
 
 
 
②総合的な探究
の時間等におけ
る探究活動の一
層の深化、充実
させる。 

①ＩＣＴを利活用
した授業改善を通
年で行い、職員の
授業力向上意識を
高め、生徒の主体
的に学ぶ意欲や問
題解決能力向上に
つなげる。 
 
 
②深みある課題を
設定させることで
探究活動を充実さ
せ、活動内容の発
表やその振返りを
通して新たな知見
を見出させる。 

①授業力向上研修を
重ね、ＩＣＴを利活
用した授業展開を実
施し、その効果を実
感することができた
か。また、授業評価
により、生徒自身が
授業改善の効果を実
感することができた
か。 
②課題の「設定→発
表→振返り」の一連
の活動をブラッシュ
アップし、探究活動
を充実させることが
できたか。 

①ＩＣＴを活用した
授業事例を学ぶ機会
として授業見学期間
を設けた。大型電子
黒板の導入で新たな
授業展開の発見や改
善に繋がった。職員
全体で取り組む研修
機会を十分提供でき
なかった。   
②課題設定から発表
に至るまで、深みあ
る学習をさせること
ができた。一方、入
学者選抜等の関係
で、探究発表会後の
振返りの時間が十分
に確保できなかっ
た。  

①大型電子黒板の活
用方法などを職場全
体で広く学ぶ意識を
更に高めていく。授
業相互見学について
は、期間を設けず、
通年で互いに授業改
善できる体制にする
など工夫が必要であ
る。  
②限られた時間の中
で効果的に振返りが
できる方法を検討す
る。  
 

①授業相互見学の実施
形態等を工夫し、ＩＣ
Ｔ利活用の工夫を含む
各自の授業実践を全職
員で確実に共有するこ
とができるようにする
とよい。また、共有し
たことを各自の授業で
確実に活かすことがで
きるとよい。 
②探究学習・活動にお
いて、生徒が主体的に
課題を設定し、その解
決に取り組むことがで
きるように、必要な働
きかけを工夫する必要
がある。そのために、
課題の「設定→発表→
振返り」に対する生徒
の満足度を調査すると
よい。 

①大型電子黒板の導入がス
ムーズに完了し、ＩＣＴを
活用した、生徒に分かりや
すい授業を目指した授業改
善が進んだ。また、様々な
技術を共有することで新た
な授業展開の発見や改善に
繋がった。しかし、相互授
業見学期間における達成状
況は十分とは言えない。職
員全体で取り組む研修機会
についても十分提供できて
いない。   
②課題設定から発表に至る
まで、深みある学習をさせ
ることができた。一方、入
学者選抜等の関係で、探究
発表会後の振返りの時間を
十分に確保できなかっ
た。  

①相互授業見学の期間を設
けずとも、教員相互で日常
的に見学できる雰囲気を醸
成する。また、授業で使え
る様々な技術に係る講習会
のような機会を増やし、教
員の意識を高める。生徒の
授業評価からは概ね満足で
きる評価を得てはいるが、
それに満足することなく、
生徒が学びや探究を実感で
きたと自己評価できる授業
を今後も実践する。 
②効果的な振返りの方法を
模索する。また、生徒アン
ケートを実施し、活動の効
果等を検証する。 

２ 生徒指導・支援 

①組織的な相談体
制を充実させ、生
徒が安心して生活
できるように支援
するとともに、そ
の社会性を高め
る。 

 
 
②部活動や委員会
活動を通じて多様
な他者と協働する
ことで、集団活動
を行う上で必要と
なること等を理解
させ、行動の仕方
を身に付けられる
よう支援する。 

① ＳＣ、ＳＳ
Ｗ、教員による
カウンセリング
及び相談を実施
し、生徒や保護
者のニーズに応
えながら支援を
継続していく。 
 
②部活動や委員
会活動に主体的
に参加させ、多
様な他者との協
働を通じて、コ
ミュニケーショ
ン能力を高め
る。 

①ＳＣ、ＳＳＷ、
教員が常に情報を
共有しながら組織
的に生徒支援を進
めていく。また、
教員への研修会を
実施し、生徒理解
の向上を図る。 
 
②生徒が中心とな
って部活動や委員
会の目標、活動計
画、運営方法等に
ついて考えたり、
必要な判断をした
りすることができ
るように支援す
る。 

①悩みを抱える生
徒、保護者を適切に
支援することができ
たか。また、研修会
後のアンケート等で
生徒理解が向上した
ことを確認すること
ができたか。 
 
②部活動や委員会活
動を通じて自分の考
えを伝えることや他
者の考えを理解しよ
うとすることができ
る等、コミュニケー
ション能力を図るこ
とができたか。 

①ＳＣ、ＳＳＷ、教
員で情報を共有しな
がら、悩みを抱える
生徒、保護者を支援
することができた。
教員対象研修会を実
施し、生徒理解を深
め る こ と が で き
た。  
②部活動や委員会活
動を通じて自分の考
えを伝えることは概
ね達成することがで
き、コミュニケーシ
ョン能力の向上を図
ることができた。 

①ＳＣ、ＳＳＷと連
携しながらの生徒支
援はかなり定着して
きた。今後は、教員
のニーズも踏まえな
がら、テーマを決め
て研修会を実施した
い。  
 
②多様な他者との協
働においては不十分
な部分もあった。部
活動や委員会の枠を
越えてコミュニケー
ション能力を高めら
れる場の充実を図っ
ていきたい。  

①ＳＣやＳＳＷが身近
に存在していること
は、不登校やその傾向
にある生徒にとって、
ありがたいことであ
る。生徒を支援する体
制をより一層充実させ
てほしい。 
②生徒が多様な他者と
コミュニケーションを
図ることができるよう
に、部間、委員会間で
生徒が協働するような
場や機会を工夫する必
要がある。部や委員会
に入っていない生徒へ
の必要な働きかけにつ
いても工夫する必要が
ある。また、部活動や
委員会活動についての
生徒の満足度を調査す
る必要もある。 

①ＳＣ、ＳＳＷ、教員が連
携しながら相談体制を構築
し、組織的に生徒を支援す
る体制がかなり定着してき
た。サポートドックの実施
も２年目となり、支援を要
する生徒をスムーズに必要
な支援につなげることがで
きた。今後は、職員向け研
修会を、具体的な課題を踏
まえて実施したい。 
②部活動や委員会活動を通
じて自分の考えを伝えるこ
とは概ね達成することがで
き、コミュニケーション能
力の向上を図ることはでき
た。しかし、多様な他者と
の協働においては、十分な
成果を上げることができな
かった。 

①生徒の特性を考慮しなが
ら、より適切に相談に応じ
るとともに、組織的な生徒
支援体制の更なる充実を目
指す。また、教員のニーズ
や経験年数及び生徒の特性
を踏まえながら、テーマを
決めて職員向けの研修会を
実施したい。 
 
 
②部や委員会の枠を越えて
コミュニケーション能力を
高められる場の充実を図り
たい。また、部や委員会に
所属している生徒を主体的
に学校行事等に関わらせる
中で、部や委員会に入って
いない生徒を巻き込み、学
校全体としての「協働する
場」の充実を図りたい。 

３ 進路指導・支援 

生徒一人ひとりが
自らの意志でキャ
リアをデザイン
し、それに基づく
進路を実現するこ
とができるよう支
援する。 

・個々のキャリ
アデザインを確
立させるととも
に揺るぎない目
標を持たせ、進
路実現を支援す
る。 

・ガイダンス等を
通して自己理解を
促し、個々のキャ
リアデザインを確
立させる。また、
新課程入試に関す
る情報を効果的に
配 信 す る な ど し
て、進路実現を目
指す環境を整え
る。 

・ガイダンス等によ
り個々の生徒がキャ
リアデザインを確立
し、生徒が希望する
進路を実現させるこ
とができたか。 

・各種ガイダンス等
を通じて生徒個々の
キャリアデザインを
確立させ、希望する
進路の実現を支援し
た。  

・今年度の取組みを
ブラッシュアップ
し、引き続き生徒の
進路実現を支援す
る。  

各種ガイダンス等をよ
り一層充実させ、各自
の進路希望をより確実
に実現することができ
るとよい。 

・各種ガイダンス等を通じ
て生徒個々のキャリアデザ
インを確立させ、希望する
進路の実現を支援した。 

・各種ガイダンス等をブラ
ッシュアップし、引き続き
生徒の進路実現を支援す
る。 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

(３月 11 日実施) 

総合評価(４月１日実施) 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

４ 地域等との協働 

情報等を適時適切
な頻度で発信する
とともに、地域等
と連携し、地域等
と生徒、職員が協
働して、より一層
開かれた学校づく
りを推進する。 

①学校ホームペ
ージを有効活用
するとともに、
公開講座を利用
して、最新情報
を速やかに更
新、発信し、本
校の教育活動を
広く周知するこ
とができるよう
にする。 
 
 
    
 
 
 
 
 
②地域清掃や座
間市、近隣住民
と協力して実施
する防災訓練な
どの内容を、生
徒にとって「主
体的、対話的で
深い学び」とな
るように工夫
し、生徒の活動
を支援する。 

①・年度当初にホ
ームページ更新に
係る講習会を実施
するとともに、各
グループ等への必
要な働きかけを丁
寧に行い、更新作
業を円滑に行うこ
とができるように
する。 
・行事等本校の取
組みを、ホームペ
ージを通じて適時
丁寧に公開する。 
 
 
 
 
 
②・地域の一員と
して、防災委員と
美化委員を中心に
地域清掃や防災訓
練を行い、その取
組みの様子をホー
ムページに掲載す
る。 
 
・コロナ禍で簡素
化した行事や途絶
えていた交流を復
活させるために、
防災委員と美化委
員が中心となって
改めて近隣住民と
意 見 交 換 等 を 行
い、要望、課題、
問題点等を共有し
ながら今後の協働
活動について検討
していく。 

①・多くの職員が、
講習会により更新作
業を行うことができ
るようになったか。 
・グループリーダー
や部活動顧問に積極
的な発信を促し、行
事を含め本校の教育
活動を地域等に周知
するとともに、地域
等と協働して教育活
動に取り組む体制を
構築することができ
たか。 
 
 
 
 
 
②生徒が主体的に地
域等に働きかけ、意
見交換を行う機会を
設けることができた
か。また、お互いの
要望、課題、問題点
等を共有しながら、
現実に即した防災訓
練計画などを立案す
ることができたか。 

①・ホームページ更
新が不得手な職員に
個別に対応すること
で、部活動に係る発
信は更に早まり、活
動が少ない部でも夏
前には更新できた。 
・行事予定の連絡は
しっかりとできてい
るが取組み状況の報
告が思うようにでき
ていない。  
・直接小学校にチラ
シを届けるなどし
て、公開講座を地域
住民の理解と協力の
もと開催することが
でき、反響も大きか
った。   
②・地域清掃では自
治会の方々の参加も
あり、生徒は、地域
の一員としての自覚
を持ち、主体的に地
域と意見交換するこ
とを通して、地域と
の協働体制を構築す
ることができた。  
 
・コロナ禍前のよう
に、意見交換をしな
がら防災上の課題を
共有・検討・改善し
ていくような防災訓
練を実施することは
できなかった。 

 

①・活動が目立たな
い文化部などのホー
ムページ更新が少な
いことが気になる。
日常の活動報告など
で年数回の更新を促
したい。  
・貸出カメラの操作
に慣れるなどして見
栄えのする写真記録
を残せるようにす
る。また、行事ごと
に記録係を置く。  
・公開講座の実施及
び継続が担当者によ
って左右されること
がないように、学校
全体の取組みとして
対応する。  
②・生徒に、自分た
ちが地域の一員とし
て環境保全を担って
いるという自覚を促
し、地域住民と意見
交換する場や合同会
議等を生徒が主体的
に設定しようとする
よう更に支援してい
く。  
・防災上の課題を共
有・検討・改善して
いく場を設定するた
めに、必要な情報発
信を早める。  
 
 
 

①・ホームページを起
点にした情報発信につ
いては、まだまだ工夫
の余地がある。最新の
情報をより多く且つよ
り迅速に発信すること
ができるように、広報
に係る対応等を改善す
る必要がある。 
 
 
 
 
・県の取組としての公
開講座が今後実施され
ないのは残念である。 
 
 
 
②・コロナ禍の影響が
未だに残っており、自
治会の活動は減少しつ
つある。地域自治会と
の連携を強化し、諸活
動を復活させる必要が
る。 
 
 
・地域自治会と密に連
携し、引き続き、座間
高校ならではの地域防
災を実践することがで
きるとよい。また、そ
の取組が、コロナ禍に
よって止まってしまっ
た他の活動の復活につ
ながるとよい。特に、
今後は「生徒が地域の
力」になることにつな
がるような取組も求め
られる。 

① ①・グループの担当者が都
度個別に対応することで、
必要な情報を発信すること
はできる。しかし、行事の
様子や各部の大会結果など
を適時迅速にアップすると
なると、担当者任せになり
がちである。顧問やグルー
プのホームページ担当者が
固定されるとは限らないた
め、ホームページの更新等
に係る講習会は必須であ
る。 
・公開講座は地域の反響が
大きく、継続開催を期待す
る声もある。次年度は、
「開かれた学校づくり」に
係る行事の新たな形を模索
したい。 
②・校内での防災訓練は、
かなり実践的であるが、
「地域ぐるみ」とまではま
だ言えない。まずは近隣の
支援学校や小学校との協働
行事として始め、その後、
「地域自治体を巻き込む」
のが現実的であると思われ
る。 
・地域自治会の実情を踏ま
え、地域との連携、協働の
在り方について検討する必
要がある。  
 

①・グループ員でホームペ
ージ更新のチェックをこま
めに行う。 
 
 
 
 
 
 
 
・「開かれた学校づくり」
に係る行事の在り方につい
ては、各行事を見直した
り、アピールできる特色が
ある部や教科に打診したり
するなどして、方向性を見
つけていきたい。 

 
 

②・地域自治会住民の高齢
化により、自治会自体の行
事が縮小されたり廃止され
たりしている。地域との協
働行事を学校主導で実現で
きるように、各行事の見直
しを図りたい。 
 
 
・地域自治会との連携をど
のように深め、また、協働
をどのように図るべきか、
防災委員会及び美化委員会
の生徒に考えさせる。 

５ 
学校管理 
学校運営 

①事故、不祥事の
防止を徹底すると
ともに、安心で安
全な学校づくりに
組織的に取り組
む。 
 
 
 
 
 
②本県の「働き方
改革」に合わせ、
効率的で合理的な
働き方について研
究し、その成果を
教育活動に生か
す。 

①特に経験年数
の浅い職員につ
いて事故、不祥
事の防止を徹底
し、安心で安全
な学校づくりに
組織で取り組
む。 
 
 
 
②働き方改革を
効率的に且つ合
理的に進めてい
く。 
 

①全職員対象の研
修だけでなく、経
験年数の浅い職員
に特化した研修も
工夫、実施し、事
故、不祥事の防止
を 全 員 で 徹 底 す
る。 
 
 
 
②業務改善につい
て、衛生委員会で
検討する。 

①全職員対象の研修
と経験年数の浅い職
員に特化した研修に
より、全員で事故、
不祥事の防止を徹底
することができた
か。 
 
 
 
 
②業務改善につい
て、衛生委員会で検
討することができた
か。 

①事故・不祥事の防
止全般については、
職員会議後の不祥事
防止会議を通して、
意識の高揚を図っ
た。経験年数の浅い
職員については、標
語の作成を通して不
祥事防止意識の徹底
を図ることができ
た   
②衛生委員会におい
て、職員の業務実態
及び職場環境につい
て、検証し、更衣室
等を整理した。  
 

①事故・不祥事防止
については、引き続
き、必要な意識啓発
や不祥事防止会議等
を通して、事案が起
こらないよう、職員
相互のコミュニケー
ションを大切にして
いく。  
 
  
②次年度以降の職員
室の環境善に向け、
オフィス改善先行実
施校の取組みを参考
に、必要な計画、準
備を進める。  

①引き続き、職員間コ
ミュニケーションを大
事にしながら、事故・
不祥事の防止に努めて
ほしい。 
 
 
 
 
 
 
②職員が業務過多で疲
弊しないように、オフ
ィス改善と併せ、特に
メンタルヘルスケア体
制を構築する必要があ
る。 

①事故・不祥事防止につい
て目標を達成することがで
きた。引き続き、不祥事防
止会議や必要な意識啓発等
を通して、不祥事事案が発
生しないよう、職員相互の
コミュニケーションを大切
にしていく。 
 
 
 
③令和９年度以降のオフィ
ス改善へ向け、職員室の机
上の物品等の整理に係る職
員の意識改革が必要であ
る。 

①事故防止会議のみなら
ず、各グループ会議等を通
して、グループ業務の視点
からも意識啓発を図るとと
もに、引き続き職員相互の
コミュニケーションを大切
にしていく。 
 
 
 
 
②オフィス改善について
は、実際の予算との兼ね合
いもあるが、プロジェクト
チームを早めに立ち上げ、
全体への周知を含め、準備
を進める。 



 

 


